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カパドキア(C組ppado由)の火山地帯を行く

～アナトリアの旅その2～

河田清雄(地質部)

カパドキアの歴史と風土

アナトリア(小アジア)のちょうど中央部には古くか

らカバドキァと呼ばれる地方カミある.カパドキアの起

源は遠くB.C.3世紀頃のヘレニズム時代にさかのぼる.

B.C.323年にアレキサンダｰ大王が死去すると彼

の武将アンティコヌスが小アジアを獲得した.そして

B.C.301年にアンティコヌスが暗殺されると小アジ

アにはビティニア(Bithynia)ガラティア(Ga1atia)

フイリギア(Phrygia)ポントス(Pontus)カパドキ

ア(CapPadocia)などの小さな独立国が誕生した.し

かし当時は有力な武将達の間で争がありセレウコス

(シリア･イラン)プレドメウス(エジプト)両王朝

閻でも小アジアをめぐって対立していた.

セレウコス王朝はロｰマとの戦に敗れB.C.190年

にトロス山脈以北のアナトリア領をロｰマに割譲した.

ロｰマはさらに小アジアの群小国家征服をつづけB.

C.132年にペルガモンをB.C.74年にはビティニア

をまたB.C.64年にはポントスを併合し遂に小アジ

アの地は口]マ帝国の手中に帰した.しかしロｰマ

帝国もA.D.395年に東西に分裂し小アジアはビザン

チン帝国1こ引きつカミれさらにセルジエックやオスマン

トルコの時代を経て今日のトルコに至った.

かつてのカパドキァ国は第1図に示すようにアナト

リアのほぼ中央部に位置し北の黒海からも南の地中海

からもかなり距てられた内陸に入ったところで海抜平

均1,000mを超える高原地帯を形成している.

この浩漢たる高原にも処々に3,000-4,000m級の高山

がそぴえて立っており旅する者にとっては単調な景観

を救ってくれる.またこの地域西縁の一角にはアナト
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第2図トル=!の地勢略図

①ぶどうの収獲祭で町をねり歩く仮装行列はオスマン時代

の軍装である(ウルキュップの街角にて)

リア最大の塩湖であるトゥズキョル(丁廿･Gb1)が

夏は水分が蒸発して塩分だけが残り灼熱の原野に塩野

原が白い地平線を描き出している.この地方では春

先に時として激しい雷鳴を伴ったりして降雨がやってく

るほかはコバルトブルｰ一色で夏ともなれば雨はめ

がんぼく

ったに降らず地はひからびて“岩漢"となる.“岩

漠"は文字どおり岩の漢で生命の存在を拒否し無限の

褐色の岩山として広がる.しかしこの地方にも緑匁

すオアシスがないわけでは狂い.遠く東の山の彼方に

源を発しこの地方をほぼ東西に流れるトルコ最大の河

の1つクズルノレマック河(Kizi1irma良N.)とハサンダア

ｰ(HasanDa会)に源を発するメレンデイズ河(Me1endiz

S.)に沿った地域では緑の草木を育て人畜の生存を可

能にしている.したがってこの両河川に沿ってアク

サライ(Aksaray)ネブシェヒｰル(Nevsehir)ウル

キュップ(Urgup)カイセリ(Kayse工i)などの宿場や

都市が開けた.その昔カパドキアの首都はカエサレア

(Caesarea)と呼ばれたが今ではカイセリｰと命名さ

れカイセリｰ県の県庁所在地である.カイセリｰの

市街は旧市街とこれから外側に発展した新市街とに分か

れている.旧市内には城塞が残っており古びた城門

をくぐると中はごみごみしたハザｰル(市場)が店をひ

ろげている.

もう今では回』マ帝国時代の面影はなく市内には

じゆうたん

絨鹿屋が多い一ここはカイセリｰの少し東のブニヤン

(Bunyan)地方で織られる有名なブニヤンカｰペットの

集産地としてもよく知られている.アンカラの南東約

280良mでアナトリアのほぼ真中に位置する人口約15万

の都市である.

中央アナトリアの火山帯

カバドキア地方は新第三紀の中新世の終り頃から第四

紀にかけて激しい火山活動の場となった.この地方は

トノレコの地質構造区分ではアナトリア地塊に属している.

②カイセリｰの中心部にある1目城塞跡で城内にはハザｰル(市場)

が店を出している

③メレンデイズ渓谷をゆく羊の癖れうしろの台地は火砕流堆積物で

上部の柱状節理のある部分は溶結凝灰岩�
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第3図アナトリアの地質構造区とトロス山脈北縁に沿って分布する西

部および中部アナトリアの新第三紀～第四紀火山岩類

アミの部分は火山岩類の分布地域

KETIN(1966)とKELLER他(1971)による

ここはちょうどアナトリア地塊とトロス榴曲帯とを画す

るトロス山脈の北縁にあたりトルコの主要柱火山帯の

1部を占めている.この火山帯は西は工一ゲ海岸のボ

トルム(Bodm狐)からアフィヨン(Afyon)カイセリ

ｰを経てヴァン湖(yanGd1)に達しさらにその延長

はアルメニアにまで伸びている.

この火山帯にはトルコでも著名な第四紀火山が多く

カパドキア地方に限ってみてもネブシエヒｰノレとカイ

セリｰの周辺にかけてハサンダアｰ(HasanDa金3,258

m)メレンゲイズダア』(Me1endizDa金2,935m)お

よびエルジャスダア』(ErciyasDa金3,916汕)などの

諾火山が配列している･これらの講火山は中央アナト

リアでは最も高くまた規模も大きい.

トロス山脈の隆起と前縁帯の陥没

アルプス造山帯に属するトロス榴曲帯の最も強力で広

域的な造山運動は白亜紀末のララミ』時階(Laramide

Phase)に起ったが漸新世に入って突発的と校ゆ中

新世になって造山運動から造陸運動にとってかわりそ

の後次第に海面上に姿を現わしてきた.山脈全体とし

ての上昇は現世までも引っづいている.

トロス山塊の造山運動に伴って前縁地帯であるアナト

リア地塊は相対的な沈降運動により次第に陥没していっ

た.隆起と沈降･陥没は地質現象としてはペアとなり

しぱしぱ火山活動などの地変を誘発することが多い.

このよう放陥没運動の主要な役割を果した断層活動カミ火

山爆発のひきがねと狂った.

火山活動のはじまりと湖の誕生

火山活動は強力桂爆発力を伴った流紋岩一石英安山岩

質の酸性火山活動であった.噴出の中心はトスギヨル

(塩湖)の東縁をNW-SEに走る断層帯であった.

この断層帯の地下深部では火山活動を引き起すに充分柱
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第4図トルコとその近隣国の火山岩類(主として第三紀)分布略図

1=第三紀の時代に噴出した火山岩類(凝灰岩を含む)2=白亜紀の時代に噴出した火山岩類(凝灰岩を含む)初期の噴出物は主

として安山岩でこれに次いで粗面岩粗面安山岩石英安山岩流紋岩である.末期の墳出物は主として玄武岩でこの他にテフラ

イトや白榴岩などが含まれる.3害第四紀火山4≡新第三紀の火山5二主要な地質構造線および断層(推定されたものも含む)

NSL:北アナトリア断層EcC:エジエミズｰゴリドｰル(断層とスラスト)Jor.R:東アフリカ断裂帯の延長

BLmEN皿ムL他より引用�
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第5図アクサライｰネブシエヒｰルｰカイセリｰ地域の地質略図

M.T.A発行50万分のユ地質図rカイセリｰ｣より引用

張力が働いていたらしい.火山爆発に伴って陥没が起

りさらにこれらの運動のくり返しによって次第に地溝

(グラ』ベン)が形成されていった.グラｰベンは現

在のトス湖の東からアクサライ(Aksaray)一ネブシェ

ヒ]ルｰカイセリ]をつ恋ぐ地域に形成されはじめは

ほぼE-Wに開いた水路となり流水によって運ばれた

砕屑物が堆積していったがこのよう荏流れは停滞して

ゆきいつしか湖水の性格を帯びるようになった.こ

のような環境の変化はおそらくトロス造山帯前縁の断層

地塊化運動による落ちこみや火山活動により多量に放出

された火砕流堆積物(Pyroc1astic丑｡wdeposit)の埋め

たてなどが原因となったらしい.

にNEに拡がって行った.

湖はSWから次第

ガス爆発で放出された多量の火山灰や軽石などの降下

噴出物は数10kmの距離もものかわはるぱると大空

をただよいっっこの地に誕生した巨大悲湖に運ばれて

静かに沈積していった.湖には火山爆発で空から降っ

てきたものばかりでなくて陥没しなかった周りの山地

から削られて湖に落ち込んでくる古い地層や岩石の砕

屑物もたまっていった.湖のもっとも深いところは

300m以上もの水深があった.穏やか祖環境の湖底に

④シルト岩や凝灰岩の互層から征る湖沼堆積物道路沿いに果樹園が

ありぶどう恋とが栽培されている(ウルキュップ付近)

⑤ウルキュップ南方の火砕流堆積物上都は溶結凝灰岩�



⑥溶結凝灰岩台地の下に開けたウルキュヅプ付近の町

堆積した凝灰岩やシルト岩には見事な層理が発達した.

この地域ではこれらの地層は5,000良m･2にわたって

分布し“新第三紀火山岩累層"と呼ばれており層厚

は300-350mに達する.これらの凝灰岩やシルト岩か

らは脊椎動物で現在の馬の祖先であるH妙αブ60η馴α･

6疵が発見されている(E.C亙ムPUT).したがってこ

の化石によって“新第三紀火山岩累層"はポント階(上

部中新統一最下部鮮新統)と決定された.

火砕流堆積物

このような構造陥没湖のまわりでは依然として激しい

火山活動がつづいていた.アジギョル(AciGb1)付

近でも同様なNW-SE方向の割れ目や断層群から噴出

した.またアジギヨル湖は典型的な火口湖(Crater

1ake)であるとも云われている･この頃になるξエ

ルジャスタアｰもハサンダアｰもいっせいに火山活動

を開始して流紋岩一石英安山岩質の火山噴出物を放出

しはじめた.

ハサンダアｰの南では割れ目や断層群の方向はNE一

⑦カイセリｰ方面(東方)よりウルキュップの町を通りネブシエピｰ

ルに向う道ウルキュップの町は火山台地をうまく利用して開けた

⑧メレンデイズ渓谷に沿ったウフララ付近の景観見事な涛結凝灰岩

台地は渓谷に臨んで断崖となる

⑨ウフララ付近の溶結凝灰岩台地上部の柱状節理の発達した部会が

溶結凝灰砦である

⑩メレンデイズ河沿いのウフララ付近の火砕流台地左端は水汲の女

とろば(ドンキｰ)�
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1口沖積層1四崖錐堆積物

･固小さい氷河･囲錐圭ん石

3国1囲凝灰岩(溶結凝6匿翻側火口実たは

灰岩を含む)火口

10国町または村落

第6図工ルジャス火山の

7E団洪積世氷堆石

8国2安山岩

9国古期溶岩の流理

方向

方から約70mまではやわらかい非溶結の凝灰岩層でそ

れから上は硬いコンパクトな溶結凝灰岩となっている.

溶結した部分には見事粗柱状節理が発達している.

アクサライからメレンデイズ川に沿って遡るとウフラ

ラ(Ihla･a)の手前で見事な溶結凝灰岩の露頭を見ること

が出来るここでもメレンデイズ河に臨む高さ約100m

の断崖をつくっている.

酸性の火砕流堆積物からなる台地はやせ地が多く平

坦面の上には農耕地がない.しかしこの平坦な床は

農作物の収獲時の脱穀場として重宝がられている.

地質図

BLUMENmIALとLEBK首0HNERより

SWであった.このよう匁張力によって生じた断層ま

たは広域的租構造地塊化運動が火砕流を噴出させるよ

うな酸性の“マグマ溜"の上昇と過熱とを促進した.

地下のマグマの中には水などの揮発性成分がとけこんで

いるがマグマが上昇して圧力が低下すると揮発成分は

飽和して気相として分離する.こうしてマグマの発泡

がおこり全体の体積が増大し急激に発泡をはじめる

と爆発が起きる.酸性火山活動ではこのような爆発

によって火山灰軽石などがガスと混合し混合物全体

が一種の流体となって地表をつっ走る.このよう校も

かさいりゆう

のを火砕流(Pyroc1astic丑0w)とよんでいる.

ねつうん

熱雲(G1owingava1anche)と云えばいかにも強力

なエネルギｰを感じさせるがこれも火砕流の仲間である.

ガスカミ滑剤と放るので斜面を流れるスピｰドは早く時

速数10km以上に達すると云われている.こうして遠

隔の地に達し祖カミら谷間や地表の窪みを埋めていった.

あるところでは数10m以上もの厚さの火砕流が堆積し

その中心部は強く溶結して綴密注溶結凝灰岩(We1ded

tu丘)と怒った.

溶結凝灰岩の典型はギヨレメ(Gd工eme)一ウルギユッ

プ(むrgup)の道路沿いに見事に発達している.とく

にギョレメからカイセリｰに向って左側の丘には高さ

約ユ00mの崖がみられその上部は全く平坦である下

エルジャスタアｰ(ErciyasD確)

ロｰマ時代にはArgaeu山またギリシア･ビザンチ

ン時代にはArgaios山とも呼ばれてきたが今ではトル

コ語でエルジャスタアｰという.ダアｰとはトルコ語

で山のことである.

アルプス榴山帯のトロス山脈西縁のすぐ外側に位置す

る.中央アナトリアでももっともよく火山の形態を留

めている山の1つであろう.カイセリｰの街からでも

山頂部にはっきりした火口が望見できる.エルジヤス

火山の噴出物は広く1,300たm2の面積をカバｰしている.

標高3,916mの高さをもつ中央アナトリアの最高峯で

複式成層火山である.カイセリｰ高原の平坦面から更

に2,900mそびえ立っている･中央火口と多くの二次

的寄生火口丘をもっている.とくに北側のスロｰプ

に沿って多くの側火口丘が点在している.山頂のNN

Wには氷河があって小さな渓ができている.氷河は

3,300mの地点まで下っている.またこの渓の付近

には氷堆石がみられる.

⑪インジエスウ付近よりエルジャス火山(3,916m)を望むこの平坦

面は海抜約1,500mの火砕流台地で道路はカイセリｰに向ってい

る5月のエルジャス火山は中腹まで雪におおわれている�
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策7図

カバドキアの主要

な洞窟キリスト

教修道院跡位置図

現在では雪線は山頂部付近まであがっているが洪積

世の頃には2,800mの高さであったと推定されている.

山頂部付近は35～40｡の急な斜面をつくっているカミ中

腹部またはそれより下では20｡位である.

山体の中央部には沢山の側火口や新旧それぞれの時代

の溶岩流カミ重校りあったために不規則住地形を示してい

る.最初の噴火の中心は今の山頂付近であったことが

溶岩流や火砕岩類の傾斜や構造から推定されている.

噴火口付近には安山岩の角礫でできた垂直な崖がみられ

る.

エルジヤス火山はその南方のトロス榴曲帯からほぼ

N-Sに向って走る断裂帯の北端部に位置しているが

この地質構造上の重要な位置が火山活動の発生と密接に

関係したことはいうまでもない.

火山活動のサイクルとしては初期に流紋岩一石英安

山岩質の火山灰や軽石の噴出とあとで溶結凝灰岩とな

った火砕流の放出があり次に安山岩溶岩とそのスコリ

⑫ノ･サンダアｰ(3,258血)右側カミブユックノ･サン(大ハサン)で左

側がクチュックノ･サン(小ノ･サン)メレンデイズ渓谷をさかのぼ

りウフララヘの途中火山性台地よP望む

ヤの噴出がつづき最後は玄武岩溶岩の噴出で終った.

火山灰や軽石火砕流は遠くに吹飛されたり流動して行

ったため山体の大部分は安山岩や玄武岩の溶岩とスコ

リヤでおおわれている.

エルジヤス火山の活動開始はポント階と考えられてい

るが最後の活動は歴史時代に記録されている.エル

ジヤス火山の噴火の様子は当時のロｰマ帝国のカパドキ

アの貨幣に刻まれていた.またこの時代の著名な博

物学者でポントス(POntus)生れのストラボ(S凪AB0

B･C･63～A･D･20)はその著書“地理学"(Geogr&

phiヒa,XII,2,6-7)の中でArgaeus山つまり今のエ

ルジヤス火山の噴火を記録している.それによれば

エルジヤス火山の山麓の方で火煙がのぼるのを望見して

いる･しかしこれは恐らく後の寄生火口丘の活動か

⑬キリスト教徒達が住んだギヨレメの渓谷風化･浸食された軽石凝灰岩の奇観

(差別浸食の1列)

⑭ギヨレメの奇観軽石煙灰岩中に掘られた洞窟は2層3層に

なり外敵の侵入をふせぐ工夫がしてある�
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または末期の硫気作用に属するものと考えられる.

ここで当時の地理学地質学博物学校との泰斗であ

ったストラボについてもう少しふれてみよう.彼はお

よそB･C･7年頃には“地理学"(全17巻)の大半を完

成しその後少しずつ新しい事実を追加しなカミら改訂し

ていったと伝えられている.またストラボは大変な

旅行家で当時のロｰマ領の殆んどを踏査すると共に数多

くの自然現象を観察し記録していった.とくに.火山

として著名なエトナベスビオスリパリ島などの火山

現象を記録した.したがって彼にとってはエルジヤ

ス火山もごく身近な存在であったにちがい校い.

ハサンダアｰ(HasanDaξ)

ハサンダア』はブエツクハサンダア(大ハサンダアｰ)

とクチエックハサンダアｰ(小ノ･サンダアｰ)とにわか

れ夫々独立した火口をもちこれらの火口から噴出した

安山岩溶岩はメレンデイズ山系の大部分を構成している.

初期火山活動は流紋岩質の火砕岩類の噴出ではじまり

つづいて安山岩類がそして最後は玄武岩の活動で終了

した.流紋岩類は大部分が降下噴出物として遠くに運

ばれまた玄武岩は溶岩流として遠くにまで流下して

いった.したがってノ･サシｰメレンデイズ山系は大

部分が安山岩溶岩とそのスコリヤから狂る.

大ハサンダアは多くの寄生火山をもちその山頂部に

は火口地形がよく保存されている.ハサン火山と推定

される噴火の状景はコンヤ(Konya)の近くのチャタル

ヒュェツク(9ata1H廿y趾)の遺跡で寺院の壁画(B.

C.6,200年)に残されている.もちろん今ではエルジ

ヤス火山もハサン火山も活動を休止して全く平穏である.

軽肩凝灰岩中の洞窟修道院

ネブシエピｰルからカイセリｰに向う途中ではギヨ

レメやウルキュツプを中心にかつてキリスト教徒達の

住んだ住居の跡が軽石凝灰岩の内部に今でも洞窟として

残っている.キリスト教徒達は紀元4世紀頃から続

々とこの地に移住しはじめたと伝えられる.彼等はエ

ジプトやシナイ半島パレスチナおよびシリアなどの砂

漠に修業の場を拡げなカミらこの小アジアの地にたどり

ついた.このカパドキァには無人の岩漠地帯がはてし

なくつづいていたが虚栄や物欲に満ちた俗世を棄てて

孤独の中に神と相対しそれに生涯を捧げようと決意し

たキリスト教徒にはここはまことに恰姪の地であったろ

う.現在のネブシエピｰル東方のウルキュップの町付

近に7･8世紀のはじめ頃にはかなりの岩窟修道院が

できていたらしい.

洞窟の内部は聖堂を除いては非常に簡素なもので食

堂作業室寝室などが付属している倒が多い.

食堂では凝灰岩を削って平な食卓とし腰掛もテ』

ブルの高さにあわせて長い板状の凝灰岩で作られている.

聖堂の内部には壁画が残されているものもあるカミ金く

装飾のないものもある.壁画には十字架その他の抽

象文字のよう狂ものとキリスト聖母子聖徒などの

姿やその説話の場面を金色その他の絵具で彩色したもの

がある.しかし保存が悪く荒廃しているのが惜:しま

れる.壁画の時代についての詳細は分ら狂いが抽象

画的桂ものは8･9世紀頃彩色のキリスト像校とは10

世紀以降と考えられている.壁画の残っている洞窟聖

堂はネブシエピｰル県のウノレギュップ付近カイセリ

⑮ギヨレメの洞窟修道院の聖堂の壁画

10世紀ころの作と伝えられている

⑮ギヨレメの洞窟修道院の聖堂内の壁画�
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ギヨレメの凝灰岩の奇妙な風化･浸食地形

海岸から遠く離れたアナトリアの内陸地方は平均海

抜1,100㎜に達し気候がきびしい.夏と冬の寒暑の

差が激しいことは勿論であるが夏でも目申と夜間では

40.Cから5.Cまでさがる激変ぶりを示すこともある.

アナトリアの夏の空はコバルトブルｰに澄みきってお

り灼熱の太陽は容赦なく岩を焼いてゆく.この期間

のアナトリアの自動車旅行は快適だが注意し狂いと焼け

てあつくなったボンネットやハンドルで火傷しそうにな

るほどである.冬はまた寒く雪に見舞われることもし

ばしばであるが乾燥しているために降雪量は多くはな

い.しかし冷え込みはすごく一20丁以下を記録す

ることも度々経験する.

アナリトア地方の年間降雨量は少桂いけれども春先

にはしばしば雷鳴を伴った豪雨や巨大な雷に見舞われる

ことがある.このような雨水は長い年月をかけて溝を

掘り岩をうがってゆくが岩石の化学組成と粒度や硬度

の微妙租差が長い年月にわたって差別的放浸食となって

奇妙な浸食地形をつくりだした.湖沼に堆積したシル

ト岩や凝灰岩は一般にやわらかいが火砕流堆積物の中

では溶結した凝灰岩は綴密で硬く浸食に強い.

やわらかいところが次第に深くえぐられてゆくと岩

峰群となって孤立し場所によっては円錐形や尖頭状の

奇妙な岩カミ幻想的放自然景観を創り出していった.

ギヨレメｰウルキュップ地方には帽子をかぶったよ

うな“きのこ"形の岩がここを訪れる人達の目を楽しま

せてくれる.帽子の部分は溶結した少し硬い凝灰岩で

できており庇の部分はもっとやわらかい軽石凝灰岩で

である.これも差別浸食の1つの典型である.

浸食が進みやがて渓谷が出来てゆくと火山岩台地も

幾つかに分離されていくのである.また断層地形に

よる垂直な断崖もみられるがメレンデイズ渓谷のウフ

ララ付近の雄大な溶結凝灰岩台地の景観はさすがにこ

の地方ならではというべき絶景の1つである.

あとがき

アナトリアの内陸部を占めるカバドキアは不毛の荒地

が多い.この地は比較的豊かな黒海と地中海沿岸地方

の中間に位置するがさらにペルシアインドをひか

えて蓬か中国までつなカミる西アジアの地に接し西方は

工一ゲ海地域バルカンギリシアを介在してヨｰロッ

パにもつながる東西世界の接点にある.したがって

この地域が音から経験してきた歴史は複雑で多岐にわた

っている.

独自の文化をもったヒッタイト民族(B.C.2,000i

B.C.1,000)が工一ゲ海から起った民族に亡ぼされた

後アレキサンダｰ大王の傘下に入りB.C.3世紀頃

には独立した王国を形成したカミ後にロｰマの属領とな

った.やがてキリスト教の時代に入るが4世紀以

後この地はキリスト教思想上著名な教父を輩出したと

伝えられている.当時のキリスト教はこのようなや

せた荒野を舞台として根強く拡がっていったらしい.

彼等はひょっとしたら火砕流台地のもつ独特の風化･浸

食から生み出された渓谷と尖塔状岩峰群にひかれて

この地に集ってきたのかもしれない.

歴史時代に入ってから火砕流を主とする火山活動は噴

出時の強大枚爆発力とすざまじい流下速度で熱雲が原

野を焼きつくしてゆくため人畜に多くの被害を与えて

きた.しかしこの火砕流台地に小さ祖洞窟をうがっ

て住みついて共同生活をした人々がいたとは自然と人

間の営みについて現代に1つの教訓を遺したものといえ

よう.

最近に狂ってこの地に残されたキリスト教徒達の文

化的遺産が国際的底注目を集めはじめわが国にも紹介

されている.ボスフオラス海峡にヨｰロッパｰアジア

を結ぶ大橋がかけられてからは一層多くの観光団が続々

とバスでヨｰロッパ各地からくりこんでいるがこの地

の自然と歴史の織りなす絵模様はちょっとしたブｰム

にわいている.
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